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【８月の市政・議会の主な動き】 議員の厚生年金加入！？  私は PTA・子供会の存続を熱望します！！  

１．厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書 

8/27（火）会派代表者会があり、かねてより全国市議

会議長会から強い要請があり、継続検討してきた「厚

生年金への地方議会議員の加入を求める意見書」を

赤穂市議会からも提出するかどうか各会派の意見集

約がされました。 

「議員年金制度」が約１３年前に廃止され、地方議会

議員のなりて不足にも影響しており、全国市議会議長

会は「厚生年金への地方議会議員の加入」を国へ要

請するため、地方議会に対し「意見書」の提出を強く求

めています。 

9/20（金）議会最終日に議会から意見書を上程する

ことになりました。 

２．赤穂市小学校 PTA会長との意見交換会を実施 

8/21（水）私が所属する総務文教委員会が、各小学

校 PTA会長（９校出席、１校所用で欠席）との意見交換

会を実施しました。 

住民、団体との意見交換会は、各委員会が課題を設

定し、住民・団体との意見交換会で市民の声を聴き、

市政に反映できるよう実施しているものです。 

近年、各小学校の PTAへの加入について、保護者

から色々な意見が出てきており、赤穂小学校 PTAでは、

保護者の約半数しか加入しなかったとのことです。 

また、地区の

子供会も来年

には解散すると

いう事態になっ

ています。 

各 PTA会長

からは、コロナ

禍から学校行事もPTAの役割が縮小している、保護者

の中には PTAや子供会に入りたくないと言った声が増

えており、会長・役員のなりてもいない状況にあるとい

った意見が出されました。子育て世代の地域コミュニテ

ィーが崩壊してきています。 

私は、「自身の体験から、子供たちの笑顔を共に見

る喜びや卒業後も地域コミュニティーに繋がる大切さも

実感できること。残念なのは教育委員会・学校は PTA・

子供会の存続に関しては関わらないということ。でも何

とか PTA、子供会を存続してほしい」と意見を述べさせ

ていただきました。 

行政的には難しい課題です。 

【８月の主な議員活動】 教育に関すること、産廃処分場建設反対市民運動、監査委員研修等に出席

１．教育について大変意義あるパネルディスカッション 

8/3（土）ゆたかな教育の創造をめざす中西播地域会

議・第３回総会が太子町あすかホールで開催され出席

しました。 

教員、PTA役員

や保護者、連合役

員など多彩なメン

バーでのパネル

ディスカッションは、

それぞれの本音

が聞けて大変良

かったですね！！ 

２．川・海を守るため産廃最終処分場建設は反対！！ 

8/10（土）産業廃棄物最終処分場建設反対赤穂市民

の会主催の講演会に、赤穂市議会議員連盟も出席しま

した。 

「瀬戸内海の現状と赤穂の未来」と題して、環瀬戸内

海会議・共同代表の湯浅一郎先生の講演を拝聴し、瀬

戸内海の生

物を守ること

が赤穂の未

来にも通じ

る 、そのた

めには産業

廃棄物最終

処分場の建

設は阻止しなければならないと改めて決意しました。 

３．市の監査委員として研修を受講 

8/29（木）全国都市監査委員会総

会・研修会に出席し、総会の後、富

士市監査委員会事務局統括主幹・

吉野貴雄氏から「定期監査におけ

る課題と実務要点について」の講演

を受講しました。赤穂市の監査に活

かしたいと思います。 

【８月の市民相談】 新田農地へ施設移転希望、市民病院コンビニ閉店、花火大会の実施をなど１０件
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